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安定所別有効求人倍率・新規求人倍率

1※ 全国及び静岡県の倍率は季節調整済みの数値、安定所及び地域別の倍率は原数値

令和４年11月の地域別有効求人倍率は、東部１．３５倍、中部１．５３倍、西部１．２０倍となり、全ての地域で令和３
年６月以降、18ヶ月連続して前年同月を上回る。

有効求人倍率 新規求人倍率

全国 1.35倍 2.42倍

静岡県 1.31倍 2.24倍

東部 1.35倍 2.43倍

中部 1.53倍 3.02倍

西部 1.20倍 2.27倍

※各地域は原数値



有効求人・有効求職・有効求人倍率の推移
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＜令和４年11月 雇用情勢の概況＞
県内の雇用情勢は、改善の動きに落ち着きがみられるものの、原材料やエネルギー価格の高騰が雇用に与える影響に注意
する必要がある。



新規求人・新規求職・新規求人倍率の推移
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新規求人倍率（季節調整値）は２．２４倍となり、前月を０．０８ポイント下回った。１９か月連続で２倍台となり、全
国値（２．４２倍）を０．１８ポイント下回った。

平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 R3.11月 12月 R4.１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月
新規求人数 27,518 27,594 24,433 19,201 22,150 22,488 23,647 22,835 22,587 23,048 23,741 23,857 24,994 24,732 23,437 25,260 24,262 23,600
新規求職者数 11,547 10,751 10,726 10,971 10,367 10,561 10,489 10,528 10,075 10,289 10,436 10,585 10,474 10,247 10,369 10,364 10,445 10,555
新規求人倍率（静岡） 2.38 2.57 2.28 1.75 2.14 2.13 2.25 2.17 2.24 2.24 2.27 2.25 2.39 2.41 2.26 2.44 2.32 2.24
新規求人倍率（全国） 2.29 2.42 2.35 1.90 2.08 2.08 2.19 2.16 2.21 2.16 2.19 2.27 2.24 2.40 2.32 2.27 2.33 2.42



 新規求人数は、新型コロナウイルス流行拡大により一時急激に減少したが、その後徐々に回復しコロナ前の水準に戻りつつ
あるが、最近は原材料やエネルギー価格の高騰を受け新規求人数は落ち着いた状態となっている。

44

産業別新規求人数（原数値）の推移



雇用保険資格喪失者数、事業主都合離職者数、資格決定件数、受給者実人員数の推移
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令和２年度は新型コロナウイルス流行拡大により、雇用保険受給資格決定件数や実人員が増加したが、現在は例年の数値に
戻っている。
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雇用調整助成金（新型コロナ特例）の状況

令和２年度
平均

令和３年度
平均

令和４年度
平均

R3.4月 ５月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 R４.1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

申請件数 7,825 7,062 4,842 7,160 7,214 7,779 7,647 7,019 7,103 8,235 7,305 6,859 5,714 5,337 7,376 6,226 5,540 5,276 4,754 4,983 4,484 4,330 3,847 4,139

決定件数 7,746 6,932 4,959 7,675 6,174 8,275 6,084 6,473 7,176 7,473 7,997 7,987 6,393 5,114 5,641 5,677 6,071 6,604 4,829 5,013 4,486 4,004 4,248 3,702


